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＜仙台市基本計画（中間案）について＞ 

「仙台市基本計画」は、令和 3年度（2021 年度）から令和 12 年度（2030 年度）

の 10 年間を計画期間とし、仙台の強みを活かすまちづくりに重点をおき、「挑戦

を続ける、新たな杜の都へ～“The Greenest City”SENDAI ～」という理念のも

と、「多様性が社会を動かす共生のまちへ」など 4 つの目指す都市の姿を示して

います。 

また、目指す都市の姿の実現に向け、仙台の強みや現状を踏まえて重点的に取

り組む、８つのプロジェクトを掲げており、本計画に関連するものとして、「心

の伴走プロジェクト」では「多様性を尊重し、あらゆる人が安心して暮らせる地

域をつくる」を目標とし、「地域協働プロジェクト」では「多様性を力に変える

地域をつくる」を、「ライフデザインプロジェクト」では「自分らしい生き方が

実現できる環境をつくる」を、それぞれ目標とし、その達成に向けて取り組むこ

ととしています。 

 

挑戦を続ける、新たな杜の都へ

～“The Greenest City” SENDAI～

杜の恵みと

共に

暮らすまちへ

多様性が

社会を動かす

共生のまちへ

学びと実践の

機会が

あふれるまちへ

創造性と

可能性が

開くまちへ

理
念

目
指
す
都
市
の
姿

① 杜と水の都プロジェクト ⑤ 笑顔咲く子どもプロジェクト 

② 防災環境都市プロジェクト ⑥ ライフデザインプロジェクト 

③ 心の伴走プロジェクト ⑦ TOHOKU 未来プロジェクト 

④ 地域協働プロジェクト ⑧ 都心創生プロジェクト 

 

８
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

 

参考資料 
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地域づくりに向けた支援

身近な地域の特性を

踏まえた事業の強化

参加支援 断わらない相談支援

多様性を理解し、

認め合う

社会とつながる

機会づくり

地域の多様な主体の協働

支援ネットワークの強化
総合相談の充実

住民の支えあい

活動の推進

庁内の連携体制

＜地域共生社会について＞ 

「地域共生社会」は、制度・分野ごとの『縦割り』や「支え手」「受け手」と

いう関係を超えて、地域住民や地域の多様な主体が『我が事』として参画し、人

と人、人と資源が世代や分野を超えて『丸ごと』つながることで、住民一人ひと

りの暮らしと生きがい、地域をともに創っていく社会を目指すものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜地域包括ケアシステムについて＞ 

  急速に社会全体の高齢化が進行していく中で、団塊の世代が 75 歳以上となる

2025 年（令和 7 年）に向けて、高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らし続け

ることができるよう、医療・介護・介護予防・住まい及び日常生活の支援が包

括的に提供される地域包括ケアシステムが求められています。 

  高齢者の誰もが住み慣れた地域で安心して暮らし続けるためには、市民一人

ひとりが自立した生活を送れるよう、介護予防や健康づくりなどの活動に日々

取り組むとともに、支援を必要とする方をみんなで支えることや、公的なサー

ビスによる支援も必要となってきます。 

  そのためには、住民をはじめ、民生委員児童委員、地区社会福祉協議会、町

内会、老人クラブ、ボランティア団体や NPO、医療・福祉・介護の専門職、行政

などが一体となって、地域全体で取り組みを進めていくことが重要です。 

 

 

 

 

 

出展：仙台市社会福祉審議会地域福祉専門分科会 

（令和 2 年 7 月 2 日開催） 

「（仮称）せんだい支え合いのまち推進プラン」 

の方向性 
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＜世界共通の目標（ＳＤＧs）について＞ 

ＳＤＧs（Sustainable Development Goals）とは、2015年の国連サミットで採

択された2030年までの持続可能な開発目標です。「誰一人取り残さない」を理念に、

持続可能で多様性と包摂性のある社会を実現するための17のゴールを定めていま

す。 

本市においても、ＳＤＧsに掲げられた17のゴールにつながる幅広い取り組みを

推進することとしています。 

 

SDGs の 17 のゴール 
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2
0
2
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・
2
0
4
0
年
を
見
据
え
た
サ
ー
ビ
ス
基
盤
、
人
的
基
盤
の
整
備

○
2
0
2
5
・
2
0
4
0
年
を
見
据
え
、
地
域
ご
と
の
推
計
人
口
等
か
ら
導
か
れ
る
介
護
需
要
等
を
踏
ま
え
て
計
画
を
策
定

※
基
盤
整
備
を
検
討
す
る
際
、
介
護
離
職
ゼ
ロ
の
実
現
に
向
け
た
サ
ー
ビ
ス
基
盤
整
備
、
地
域
医
療
構
想
と
の
整
合
性
（
病
床
の
機
能
分
化
及
び
連
携
に
伴
い
生
じ
る
サ
ー

ビ
ス
必
要
量
に
関
す
る
整
合
性
の
確
保
）
を
踏
ま
え
る
必
要
が
あ
る
旨
は
第
７
期
か
ら
記
載
。

※
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
の
設
置
期
限
（
2
0
2
3
年
度
末
）
ま
で
に
確
実
な
転
換
等
を
行
う
た
め
の
具
体
的
な
方
策
に
つ
い
て
記
載
。

※
第
８
期
の
保
険
料
を
見
込
む
に
当
た
っ
て
は
直
近
（
2
0
2
0
年
４
月
サ
ー
ビ
ス
分
以
降
）
の
デ
ー
タ
を
用
い
る
必
要
が
あ
る
。

２
地
域
共
生
社
会
の
実
現

○
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
考
え
方
や
取
組
に
つ
い
て
記
載

３
介
護
予
防
・
健
康
づ
く
り
施
策
の
充
実
・
推
進
（
地
域
支
援
事
業
等
の
効
果
的
な
実
施
）

○
一

般
介

護
予

防
事

業
の

推
進

に
関

し
て

「P
D
CA

サ
イ

ク
ル

沿
っ

た
推

進
」
、

「
専

門
職

の
関

与
」
、

「
他

の
事

業
と

の
連

携
」
に

つ
い

て
記

載

○
高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体
的
実
施
に
つ
い
て
記
載

○
自

立
支

援
、

介
護

予
防

・
重

度
化

防
止

に
向

け
た

取
り

組
み

の
例

示
と

し
て

就
労

的
活

動
等

に
つ

い
て

記
載

○
総

合
事

業
の

対
象

者
や

単
価

の
弾

力
化

を
踏

ま
え

て
計

画
を

策
定

〇
保

険
者

機
能

強
化

推
進

交
付

金
等

を
活

用
し

た
施

策
の

充
実

・
推

進
に

つ
い

て
記

載
。

（
一

般
会

計
に

よ
る

介
護

予
防

等
に

資
す

る
独

自
事

業
等

に
つ

い
て

記
載

。
）

〇
在

宅
医

療
・
介

護
連

携
の

推
進

に
つ

い
て

、
看

取
り

や
認

知
症

へ
の

対
応

強
化

等
の

観
点

を
踏

ま
え

て
記

載
〇

要
介

護
（
支

援
）
者

に
対

す
る

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

目
標

に
つ

い
て

は
国

で
示

す
指

標
を

参
考

に
計

画
に

記
載

○
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
に
沿
っ
た
推
進
に
あ
た
り
、
デ
ー
タ
の
利
活
用
を
進
め
る
こ
と
や
そ
の
た
め
の
環
境
整
備
に
つ
い
て
記
載

４
有
料
老
人
ホ
ー
ム
と
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
住
宅
に
係
る
都
道
府
県
・
市
町
村
間
の
情
報
連
携
の
強
化

〇
住

宅
型

有
料

老
人

ホ
ー

ム
及

び
サ

ー
ビ

ス
付

き
高

齢
者

向
け

住
宅

の
設

置
状

況
を

記
載

〇
整

備
に

当
た

っ
て

は
、

有
料

老
人

ホ
ー

ム
及

び
サ

ー
ビ

ス
付

き
高

齢
者

向
け

住
宅

の
設

置
状

況
を

勘
案

し
て

計
画

を
策

定

５
認
知
症
施
策
推
進
大
綱
を
踏
ま
え
た
認
知
症
施
策
の
推
進

○
認

知
症

施
策

推
進

大
綱

に
沿

っ
て

、
認

知
症

の
人

が
で

き
る

限
り

地
域

の
よ

い
環

境
で

自
分

ら
し

く
暮

ら
し

続
け

る
こ

と
が

で
き

る
社

会
の

実
現

を
目

指
す

た
め

、
５

つ
の
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に
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き
記

載
。

（
普

及
啓

発
の
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や
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レ
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の
設

置
及

び
「
通

い
の

場
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の

拡
充

等
に

つ
い

て
記

載
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）
○
教
育
等
他
の
分
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と
の
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携
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
記
載

６
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
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え
る
介
護
人
材
確
保
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び
業
務
効
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の
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○
介

護
職

員
に

加
え

、
介

護
分
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で

働
く
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門
職

を
含

め
た

介
護

人
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の
確

保
の

必
要

性
に

つ
い

て
記

載
〇

介
護

現
場

に
お

け
る

業
務

仕
分

け
や

ロ
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ッ
ト
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IC

T
の

活
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、
元

気
高

齢
者

の
参

入
に

よ
る

業
務

改
善

な
ど

、
介

護
現

場
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新
の

具
体

的
な

方
策

を
記

載
○

総
合

事
業

等
の

担
い

手
確

保
に

関
す

る
取

組
の

例
示

と
し

て
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
ポ

イ
ン

ト
制

度
等

に
つ

い
て

記
載

○
要

介
護

認
定

を
行

う
体

制
の

計
画

的
な

整
備

を
行

う
重

要
性

に
つ

い
て

記
載

〇
文

書
負

担
軽

減
に

向
け

た
具

体
的

な
取

組
を

記
載

７
災
害
や
感
染
症
対
策
に
係
る
体
制
整
備

○
近

年
の

災
害

発
生

状
況

や
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

ィ
ル

ス
感

染
症

の
流

行
を

踏
ま

え
、

こ
れ

ら
へ

の
備

え
の

重
要

性
に

つ
い

て
記

載

基
本
指
針
に
つ
い
て

第
８
期
計
画
に
お
い
て
記
載
を
充
実
す
る
事
項
（
案
）

1

■
第
8
期
の
基
本
指
針
に
お
い
て
は
、
介
護
保
険
部
会
の
「
介
護
保
険
制
度
の
見
直
し
に
関
す
る
意
見
」
を
踏
ま
え
て
、
以
下
に
つ
い
て
記

載
を
充
実
し
て
は
ど
う
か
。
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